
　

広
島
県
立
尾
道
北
高
校
は
県
内
有
数
の

進
学
校
で
あ
り
、
２
０
１
０
年
度
入
試
の

国
公
立
大
現
役
合
格
率
は
68
・
６
％
に
上

る
。
１
９
９
９
年
度
は
39
・
２
％
と
、
十

年
余
り
で
進
学
実
績
が
大
幅
に
向
上
し

た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
98
年
度

の
単
独
選
抜
へ
の
移
行
だ
。
国
語
、数
学
、

英
語
で
は
１
年
次
か
ら
習
熟
度
別
の
少
人

数
授
業
を
導
入
。
授
業
の
レ
ベ
ル
設
定
に

具
体
的
な
大
学
名
を
掲
げ
る
な
ど
し
て
、

生
徒
の
目
的
意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

目
標
に
見
合
っ
た
授
業
を
行
う
た
め
、

教
師
の
意
識
転
換
も
図
っ
た
。
入
試
問
題

分
析
に
力
を
注
ぎ
、
そ
れ
を
基
に
シ
ラ
バ

ス
を
作
成
。
生
徒
の
学
力
や
学
習
意
欲
な

ど
を
把
握
し
て
、
指
導
を
柔
軟
に
改
善
す

る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
単

独
選
抜
へ
の
移
行
当
初
は
生
徒
の
実
態
把

握
に
困
難
を
感
じ
る
面
が
あ
っ
た
と
、
松

井
太
教
頭
は
言
う
。

　
「
当
時
も
今
も
、
本
校
に
は
ど
の
授
業

も
真
面
目
に
受
け
る
生
徒
ば
か
り
で
す
。

た
と
え
、
本
心
で
は
意
欲
が
な
く
て
も
授

業
態
度
は
良
い
た
め
、
教
師
は
『
自
分
の

指
導
に
問
題
は
な
い
』
と
安
心
し
て
し
ま

う
面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
模
試

の
成
績
が
予
想
外
に
悪
く
、
慌
て
て
対
策

を
迫
ら
れ
る
事
態
が
た
び
た
び
あ
り
ま
し

た
。
年
を
追
う
ご
と
に
、
一
部
の
生
徒
に

学
習
意
欲
の
低
下
が
目
立
っ
て
き
て
い
る

の
も
課
題
で
し
た
」

　

同
校
は
朝
や
放
課
後
の
補
習
が
充
実

し
、「
塾
に
通
わ
な
く
て
も
志
望
校
に
合

格
で
き
る
高
校
」
と
地
域
か
ら
評
価
さ

れ
、
進
学
実
績
も
着
実
に
伸
ば
し
て
き

た
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
通
塾
率
が
少

し
ず
つ
上
が
り
、
学
校
の
教
科
指
導
の
求

心
力
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
指
導
改
善
が
急
務
で
あ
る
と
の
共

通
理
解
に
至
っ
た
。
教
育
研
究
部
長
の
高

村
聖
悟
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
今
ま
で
の
授
業
は
、
知
識
を
教
え
込

む
指
導
の
傾
向
が
や
や
強
く
、
知
識
を
生

か
し
て
考
え
さ
せ
る
授
業
に
は
な
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。そ
こ
で
、『
量
か
ら
質
へ
』を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
て
意
欲
的

に
学
ぶ
授
業
へ
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
ま

し
た
」

　

同
校
が
授
業
改
善
の
軸
に
据
え
た
の

学
校
事
例
●2

広
島
県
立
尾
道
北
高
校

生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
と

入
試
問
題
分
析
で
、学
び
の

意
欲
を
高
め
る
授
業
を
実
践

学
習
意
欲
の
低
下
が
課
題
で
あ
っ
た
広
島
県
立
尾
道
北
高
校
で
は
、授
業
評
価
に
よ
っ
て

生
徒
の
学
習
意
識
を
探
り
、授
業
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。入
試
問
題
分
析
も
行
っ
て

基
礎
学
力
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、意
欲
を
高
め
る
授
業
の
実
践
を
目
指
す
。
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広島県立尾道北高校
◎「至誠一貫」を校是、「自尊・自恃・自制」を校訓とする。１９９８
年度に総合学科に移行した。広島県から、２００３年度に「進学指導
拠点校」、０９年度には難関国公立大進学を目指す「トップリーダーハ
イスクール」に指定されている。

１０年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京大２人、京都大５人、大
阪大１０人、岡山大２１人、広島大１６人など計１７３人が合格。私立大は、同志
社大、立命館大、関西大、関西学院大に計７６人など、延べ３５３人が合格。

住所　〒722-0046　広島県尾道市長江 3-7-1

電話　0848-37-6106

Web Site　http://www.onomichikita-h.hiroshima-c.ed.jp/

設立　１９２５（大正１４）年

形態　全日制／総合学科／共学

生徒数（１学年）　約２４０人

生
徒
の
授
業
態
度
が
良
い
と

教
師
は
安
心
し
て
し
ま
う

生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
で

見
え
に
く
い「
内
面
」を
探
る
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特
集

　
学
び
に
向
か
う
授
業
を
つ
く
る

は
、
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
だ
。
大
学
入

試
分
析
や
模
試
結
果
分
析
も
行
っ
て
い
る

が
、
生
徒
の
学
力
状
況
を
把
握
す
る
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
り
、
生
徒
の
授
業
に
対

す
る
構
え
を
把
握
し
、
そ
れ
に
適
し
た
授

業
を
す
べ
き
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

授
業
評
価
は
、
年
２
回
、
総
合
学
科
の

原
則
履
修
科
目
と
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
を
除
く
全
授
業
で
実
施
す
る
。
10
年

度
は
、「
板
書
・
行
動
」「
学
習
支
援
」「
目

標
理
解
」
な
ど
八
つ
の
質
問
項
目
を
設
定

し
、
５
段
階
評
価
と
し
た
（
図
１
）。
生

徒
一
人
当
た
り
10
〜
13
科
目
を
履
修
し
て

い
る
た
め
、
回
答
数
は
８
０
０
０
以
上
と

な
る
。
項
目
ご
と
に
集
計
し
、学
校
全
体
、

各
学
年
、
講
座
ご
と
の
平
均
値
を
出
し
、

項
目
間
の
相
関
関
係
を
分
析
す
る
。

　

05
年
度
に
導
入
し
て
か
ら
３
年
間
は
授

業
者
自
身
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
約

し
、
ど
の
よ
う
に
授
業
を
変
え
る
か
は

個
々
の
教
師
に
任
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
教
師
の
意
識
は

変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
「
ど
の
教
師
も
生
徒
の
声
が
授
業
改
善

に
役
立
つ
と
実
感
す
る
一
方
で
、『
一
人

で
出
来
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
』
と
い

う
考
え
を
強
め
ま
し
た
。『
板
書
の
評
価

が
平
均
値
よ
り
低
い
か
ら
工
夫
し
て
み
よ

う
』
と
い
っ
た
改
善
は
自
分
で
す
ぐ
に
出

来
ま
す
が
、
デ
ー
タ
分
析
は
独
力
で
は
困

難
で
す
。
そ
こ
で
、
08
年
度
か
ら
は
、
過

去
に
実
績
の
あ
っ
た
授
業
評
価
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
本
校
に
導
入
し
、
学
校
全
体
で
デ
ー

タ
を
共
有
し
て
組
織
的
な
授
業
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」（
高
村
先

生
）

＊学校資料を基に編集部で作成

授業評価アンケートの質問項目（２０１０年度）図 1

DCBA E
【板書】《一般科目》板書や資料類は見やすく、
かつ整理されていますか。

【行動】《実技科目》どのような行動をとればい
いのか、指示がわかりやすいですか。

【学習支援】先生は、授業の中で、「なぜそうい
えるのか」「どうしてそうなるのか」など、生徒に
考えさせるようにしてくれていますか。

【ガイダンス】この科目の目的や学習方法につい
て先生から具体的な指示がなされましたか。

【目標理解】この授業の目標や計画、学習内容
の意義を十分に理解していますか。

【難易度】教材や授業、課題の難易度は、あな
たの学力・技能を効果的に伸ばすのに適切です
か。

【分量】教材や課題の分量は、あなたの学力・
技能を効果的に伸ばすのに適切ですか。

【効果】この授業を受けて学力や技能の向上を実
感しましたか。

【学習意欲】この授業を受けて、興味関心が深ま
り、授業・家庭学習・部活動等主体的に取り組
むようになりましたか。

非常によく
当てはまる

非常によく
当てはまる

十分な指導
があった

非常によく
当てはまる

難しすぎる

多すぎる

非常によく
当てはまる

非常によく
当てはまる

よく
当てはまる

よく
当てはまる

ある程度の
指導が
あった

よく当ては
まる

やや難しい

やや多い

よく
当てはまる

よく
当てはまる

やや
当てはまる

やや当ては
まる

やや
当てはまる

ちょうど
よい

ちょうど
よい

やや
当てはまる

やや
当てはまる

あまり当て
はまらない

あまり当て
はまらない

あまり指導
はなかった

あまり当て
はまらない

やや易しい

やや
少ない

あまり当て
はまらない

あまり当て
はまらない

当てはまら
ない

当てはまら
ない

指導は
なかった

当てはまら
ない

易しすぎる

少なすぎる

当てはまら
ない

当てはまら
ない

質問
1

質問
2

質問
3

質問
4

質問
6

質問
7

質問
8

質問
5

広
島
県
立
尾
道
北
高
校
教
頭

松
井
太

M
atsu

i F
u

to
sh

i

教
職
歴
27
年
。同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

「
常
に
現
場
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
き
た
い
」

広
島
県
立
尾
道
北
高
校

重
森
佳
裕

S
h

ig
em

o
ri Y

o
sh

ih
iro

教
職
歴
21
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年

目
。進
路
指
導
部
長
。「
成
長
な
く
し
て

成
就
な
し
」

広
島
県
立
尾
道
北
高
校

皆
川
佳
美

M
in

ak
aw

a Y
o

sh
im

i 

教
職
歴
24
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年

目
。総
括
教
科
主
任
。「
生
徒
に
は
多
く
の

人
を
支
え
続
け
、努
力
を
続
け
て
ほ
し
い
」

広
島
県
立
尾
道
北
高
校

高
村
聖
悟

T
ak

am
u

ra S
eig

o

教
職
歴
23
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。教
育
研
究
部
長
。「
誠
意
を
も
っ
て
貫

く
」
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同
校
の
実
践
か
ら
、
授
業
評
価
を
指
導

に
結
び
付
け
る
過
程
を
見
て
み
よ
う
。
10

年
度
は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
校
内

公
開
研
究
授
業
を
行
っ
た
。
教
師
全
員
が

授
業
を
公
開
し
、
他
の
教
師
の
授
業
を
参

観
し
、
指
導
改
善
の
方
法
を
検
討
す
る
。

　

１
回
目
の
授
業
評
価
は
７
月
に
実
施
。

８
月
下
旬
に
出
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、
教

師
は
担
当
授
業
の
現
状
理
解
（
結
果
の
原

因
推
定
）、
優
先
課
題
と
改
善
案
を
「
個

人
分
析
シ
ー
ト
」
に
記
入
す
る
。
10
月
、

校
長
は
こ
の
シ
ー
ト
を
基
に
教
師
一
人
ひ

と
り
と
話
し
合
い
、
改
善
の
方
向
を
確

認
。
並
行
し
て
教
科
単
位
で
の
改
善
策
も

進
め
る
。
個
人
の
課
題
分
析
に
加
え
、
年

度
当
初
に
教
科
で
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
照

ら
し
た
個
人
の
改
善
案
を
教
科
主
任
に
提

出
し
、
教
科
全
体
で
改
善
を
検
討
す
る
。

　

個
人
と
教
科
単
位
の
二
方
向
か
ら
の
改

善
案
を
具
体
的
に
授
業
に
反
映
さ
せ
る
場

が
、11
月
の
学
校
を
挙
げ
た
互
見
授
業
だ
。

授
業
評
価
を
踏
ま
え
、
課
題
解
決
の
方
法

を
確
認
し
合
う
。
そ
し
て
、
12
月
に
２
回

目
の
授
業
評
価
を
実
施
。
改
善
案
の
効
果

を
確
認
し
、
次
年
度
の
指
導
に
生
か
す
。

　

10
年
度
は
、
質
問
項
目
の
相
関
関
係
に

着
目
し
、
今
後
の
授
業
改
善
に
結
び
付
く

重
要
な
結
果
を
導
き
出
し
た
。
８
の
質
問

項
目
は
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

①
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
│
授
業
で
の
教
師
の

働
き
掛
け
の
度
合
い
（
質
問
１
〜
４
）

②
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
│
働
き
掛
け
に
よ
る

効
果
、
結
果
の
度
合
い
（
質
問
７
、８
）

③
負
荷
指
標
│
授
業
に
お
け
る
生
徒
へ
の

負
担
の
度
合
い
（
質
問
５
、６
）

　
「
ア
ウ
ト
カ
ム
は
イ
ン
プ
ッ
ト
の
結

果
」
と
仮
説
を
立
て
て
考
え
て
、
ど
の
イ

ン
プ
ッ
ト
指
標
が
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
結

果
を
左
右
し
て
い
る
の
か
、

相
関
係
数
を
算
出
し
た
（
図

２
）。
す
る
と
、
イ
ン
プ
ッ

ト
指
標
の
質
問
４
「
こ
の
授

業
の
目
標
や
計
画
、
学
習
内

容
の
意
義
を
十
分
に
理
解
し

て
い
ま
す
か
」
は
、
ア
ウ
ト

カ
ム
指
標
の
い
ず
れ
の
項
目

と
も
相
関
が
強
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
生
徒
に

授
業
の
目
標
や
計
画
、
学
習

内
容
の
意
義
を
十
分
に
理
解

さ
せ
る
こ
と
で
、
学
習
効
果

（
質
問
７
）、
学
習
意
欲
（
質

問
８
）
共
に
効
果
的
な
向
上

が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　
「
こ
の
結
果
は
、
09
年
度
の
分
析
結
果

と
ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。
ま
ず
は
教
師
自
身

が
授
業
の
狙
い
や
目
標
、
意
義
を
し
っ
か

り
理
解
さ
せ
、
生
徒
が
見
通
し
を
持
っ
て

学
習
で
き
る
よ
う
に
促
す
こ
と
の
重
要
性

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
年
度
当
初
に

科
目
の
目
的
や
学
習
方
法
（
予
習
、
小
テ

ス
ト
、
復
習
、
準
備
、
演
習
）
に
つ
い
て

も
具
体
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
」（
松
井
教
頭
）

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
現
在
は
学
校
全

体
で
質
問
４
に
か
か
わ
る
指
導
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
年
度
初
め
に
開
く
科
目
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
そ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ
、

必
要
に
応
じ
て
単
元
や
授
業
の
冒
頭
で
目

標
・
計
画
・
意
義
の
理
解
を
促
す
。

　

授
業
だ
け
で
な
く
、
補
習
に
も
工
夫
を

凝
ら
す
。
例
え
ば
、
数
学
の
補
習
で
は
セ

ン
タ
ー
試
験
の
目
標
点
を
基
準
に
希
望
を

取
っ
て
ク
ラ
ス
を
分
け
、
意
欲
や
学
習
効

果
の
向
上
を
図
る
。
総
括
教
科
主
任
の
皆

川
佳
美
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
教
師
が
一
方
的
に
教
え

る
授
業
が
大
半
で
し
た
が
、
生
徒
が
見
通

し
を
持
っ
て
自
分
で
学
習
を
進
め
、
分
か

ら
な
い
時
に
教
師
に
質
問
す
る
よ
う
な
指

導
に
改
め
ま
し
た
。
目
標
を
明
示
し
た
こ

と
と
相
ま
っ
て
、
以
前
よ
り
も
一
生
懸
命

に
授
業
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
た
と
感

じ
て
い
ま
す
」

　

授
業
評
価
の
他
に
、
大
学
入
試
分
析
を

授
業
改
善
に
生
か
す
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
毎
年
、
全
教
師
が
東
京
大
と
任

意
の
１
大
学
（
担
当
授
業
の
難
易
度
に
相

当
す
る
大
学
や
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
選

択
）
の
入
試
問
題
を
分
析
し
、
結
果
を
共

有
す
る
。
こ
れ
は
、
同
校
が
総
合
学
科
へ

「
見
通
し
」を
持
っ
た
学
習
が

学
び
の
意
欲
や
効
果
を
高
め
る

質問４・目標理解は、アウトカム指標の質問７・効果、質問８・学習意欲の
いずれとも相対的に相関がかなり強い 　　＊学校資料を基に編集部で作成

インプット指標とアウトカム指標の間の相関関係図 2

質問１
板書／行動

質問２
学習支援

質問３
ガイダンス

質問４
目標理解

インプット指標

相
関
係
数

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0

アウトカム指標
■質問７　効果　
■質問８　学習意欲

0.55

0.43
0.52

0.48

0.70 0.69

0.81 0.82

0.55

授
業
改
善
の
一
環
と
し
て

全
教
師
で
入
試
問
題
を
分
析
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特
集

　
学
び
に
向
か
う
授
業
を
つ
く
る

の
移
行
時
か
ら
の
取
り
組
み
だ
。
進
路
指

導
部
長
の
重
森
佳
裕
先
生
は
、
東
京
大
の

入
試
分
析
に
教
師
全
員
が
取
り
組
む
意
義

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
東
京
大
の
入
試
問
題
は
、
分
量
が
多

く
、
難
易
度
の
高
い
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
高
校
で
求
め
ら
れ
る
学
習
内
容
が
的

確
に
反
映
さ
れ
て
い
る
良
問
ば
か
り
で

す
。
他
大
学
が
出
題
の
参
考
に
す
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
東
京
大
だ
け
は
全
員
が
分

析
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
」

　

分
析
項
目
は
、
解
答
形
式
や
分
量
、
難

易
度
、
問
題
の
特
徴
、
指
導
上
の
留
意
点

な
ど
。
分
析
結
果
は
３
年
生
を
対
象
と
し

た
「
入
試
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」
で
使
う
と
共

に
、
日
々
の
授
業
、
定
期
考
査
や
校
内
実

力
テ
ス
ト
の
問
題
、
補
習
で
用
い
る
教
材

な
ど
に
活
用
す
る
。
ま
た
、
教
師
が
自
分

で
問
題
を
解
く
こ
と
で
、
生
徒
に
ど
れ
く

ら
い
の
学
力
が
必
要
か
が
よ
り
具
体
的
に

実
感
で
き
、
進
路
指
導
の
充
実
に
も
つ
な

が
る
。
３
学
年
団
だ
け
で
な
く
、
全
学
年

の
教
師
が
取
り
組
む
こ
と
に
も
大
き
な
意

味
が
あ
る
と
、
松
井
教
頭
は
強
調
す
る
。

　
「
受
験
対
策
と
称
し
て
こ
と
さ
ら
に
難

問
を
生
徒
に
解
か
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
東
京
大
の
入
試
問

題
分
析
に
よ
っ
て
、
基
礎
の
大
切
さ
を
改

め
て
認
識
で
き
ま
す
。
１
、２
年
生
を
指

導
す
る
う
ち
か
ら
東
京
大
な
ど
の
過
去
問

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
信
を
持
っ
て
、

生
徒
に
基
礎
の
重
要
性
を
実
感
さ
せ
る
指

導
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　

個
々
の
教
師
も
、
指
導
に
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
凝
ら
す
。

　
「
１
年
生
で
も
解
け
そ
う
な
難
関
大
の

問
題
を
出
す
と
、
生
徒
は
目
を
輝
か
せ
て

取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
表
情
を
見

逃
さ
ず
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
結
び
付
け

て
い
く
指
導
こ
そ
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
」（
皆
川
先
生
）

　

こ
の
よ
う
に
、
同
校
に
と
っ
て
入
試
問

題
分
析
は
、
個
々
の
大
学
の
対
策
と
い
う

よ
り
も
、
授
業
改
善
の
一
環
と
し
て
の
意

味
合
い
が
大
き
い
。
教
師
全
員
が
入
試
問

題
の
傾
向
を
共
有
し
、
授
業
に
反
映
で
き

る
た
め
、
３
年
間
の
指
導
の
一
貫
性
を
保

つ
上
で
も
重
要
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

　

授
業
評
価
を
は
じ
め
と
し
た
一
連
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
授
業
に
対
す
る
生
徒
の

意
識
の
向
上
も
期
待
し
て
い
る
。
重
森
先

生
は
、
こ
れ
を
「
生
徒
の
授
業
評
価
力
の

育
成
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
。

　
「
教
師
が
授
業
中
に
脱
線
し
て
興
味
の

あ
る
話
を
し
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
を
『
面

白
い
授
業
』
と
感
じ
る
生
徒
は
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、『
自
分
に
力
が
付
い

た
か
』
と
い
う
視
点
に
立
て
ば
、
面
白
い

授
業
が
必
ず
し
も
良
い
授
業
と
は
限
ら
な

い
と
理
解
で
き
ま
す
。
授
業
評
価
を
通
し

て
、
生
徒
が
そ
の
よ
う
な
視
点
で
授
業
を

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
自
分
に
力
が
付
い
た
か
を

判
断
で
き
れ
ば
、『
今
の
自
分
が
何
を
学

ぶ
べ
き
か
』
も
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
自
立
し
た
学
習

の
支
え
に
な
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
す
」

　

そ
れ
で
は
、「
力
が
付
く
授
業
」
と
は

ど
の
よ
う
な
授
業
な
の
か
。
同
校
の
教
師

は「
分
か
る
授
業
」と
の
違
い
を
意
識
し
な

が
ら
授
業
を
組
み
立
て
て
い
る
と
言
う
。

　
「
授
業
評
価
の
質
問
項
目
の
中
で
は
、

学
習
の
難
易
度
や
分
量
に
つ
い
て
も
質
問

し
て
い
ま
す
。『
ち
ょ
う
ど
よ
い
』
と
い

う
回
答
が
多
い
授
業
は
生
徒
に
と
っ
て
は

『
分
か
り
易
い
授
業
』
と
言
え
ま
す
が
、

生
徒
に
力
が
付
く
授
業
は
生
徒
が
『
や
や

難
し
い
』
と
少
し
負
荷
を
感
じ
る
授
業
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。『
難
し
す
ぎ
る
』
と

生
徒
の
意
欲
は
削
が
れ
て
し
ま
う
の
で
、

難
易
度
を
十
分
に
考
慮
し
て
授
業
を
進
め

て
い
ま
す
」（
皆
川
先
生
）

　

生
徒
が
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め

に
は
、
学
習
の
目
標
・
計
画
・
意
義
へ
の

理
解
を
促
す
指
導
が
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ

に
な
り
得
る
と
、
授
業
評
価
の
分
析
結
果

か
ら
分
か
っ
た
。
そ
う
し
た
指
導
と
並
行

し
、
個
々
の
教
師
が
自
ら
の
力
を
高
め
る

努
力
を
続
け
、
生
徒
を
学
び
に
導
く
こ
と

に
も
努
め
た
い
と
、
松
井
教
頭
は
語
る
。

　
「
教
師
自
身
が
各
教
科
の
『
学
習
者
』

の
一
人
で
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
生
徒
に
見

せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
教
師
が
教
科
の

面
白
さ
や
、
今
学
ん
で
い
る
内
容
の
先
に

あ
る
世
界
を
見
せ
、
そ
の
ベ
ク
ト
ル
に

引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
が
、
教
師
の
教
科

指
導
力
だ
と
思
い
ま
す
」

　

教
師
が
媒
介
と
な
り
、
考
え
る
こ
と
の

楽
し
さ
や
自
分
が
伸
び
て
い
く
喜
び
を
生

徒
に
実
感
さ
せ
る
授
業
を
目
指
し
、
同
校

は
こ
れ
か
ら
も
実
践
を
重
ね
て
い
く
。

自
立
し
た
学
習
を
支
え
る

生
徒
の「
授
業
評
価
力
」
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